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(57)【要約】
【課題】防火性能を低下させることなく、複合サッシに
おける樹脂形材部分の見込み方向寸法を大きくして断熱
性能を向上させる。
【解決手段】
　建物開口部に固定される枠体と、アルミ形材からなる
框材と樹脂材料からなる框材とからなる縦框及び横框を
有し、縦框の内周面に横框の端面を突き当てて框組して
なる障子を備え、縦框のアルミ形材からなる框材の内周
面の見込み寸法が横框のアルミ形材からなる框材の端面
の見込み寸法よりも小さく形成されており、横框のアル
ミ形材からなる框材の中空部内に加熱膨張材を取り付け
た補強部材が設けられ、加熱膨張材は火災時に膨張して
横框と縦框との接合部において横框のアルミ形材からな
る框材の中空部が縦框のアルミ形材からなる框材の室内
側に露出して形成される連通孔を塞ぐ。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　建物開口部に固定される枠体と、アルミ形材からなる框材と樹脂材料からなる框材とか
らなる縦框及び横框を有し、縦框の内周面に横框の端面を突き合わせて接合して框組して
なる障子を備え、
　縦框のアルミ形材からなる框材の内周面の見込み寸法が横框のアルミ形材からなる框材
の中空部の見込み寸法よりも小さく形成されており、
　横框のアルミ形材からなる框材の中空部内に加熱膨張材を取り付けた補強部材が設けら
れ、加熱膨張材は火災時に膨張して横框と縦框との接合部において横框のアルミ形材から
なる框材の中空部が縦框のアルミ形材からなる框材の室内側に露出して形成される連通孔
を塞ぐ
　ことを特徴とする建具。

 

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　アルミ形材と樹脂形材とからなる框材を框組みしてなる障子を備える複合サッシに関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　近年、枠体及び框体をアルミ形材と樹脂形材とからなる複合枠、複合框として形成し、
断熱性を高めた複合サッシが周知となっている。（特許文献１）
　そして、特許文献１のような複合サッシにおいて、さらなる断熱性を向上させることが
求められている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００１－６５２３４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　複合サッシにおいて、さらなる断熱性を向上させるためには、アルミ形材部分の見込み
寸法を小さくして、樹脂材料からなる部分の見込み寸法を大きくすることが考えられるが
、アルミ形材部分は、障子の強度を保つために重要な部分であり、また、ロック装置等の
設備を取り付ける必要から、所定の見込み寸法が必要である。
　また、近年、建具に対して求められている防火性能を維持するためにアルミ形材の中空
部内にスチール等の金属材料からなる補強部材を配置することがあるが、アルミ形材の見
込み寸法を小さくすることで、縦框と横框とを接合するタッピングホールとアルミ形材部
分の室外側壁との間の壁面に沿って補強部材を配置することが困難となり、補強部材をタ
ッピングホールとを見付け方向で重ねた状態でアルミ形材に固定する必要が生じ、補強部
材による十分な防火構造ができなくなることがあった。
【０００５】
　本発明は、上記の事情を鑑み、複合サッシにおいて、樹脂形材の見込み寸法を大きくす
ることによって生じる防火性能の低下を防ぎ、框の樹脂形材の見込み寸法を大きくして断
熱性のさらなる向上を図ることができる複合サッシを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は、建物開口部に固定される枠体と、アルミ形材からなる框材と樹脂材料からな
る框材とからなる縦框及び横框を有し、縦框の内周面に横框の端面を突き当てて框組して
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なる障子を備え、縦框のアルミ形材からなる框材の内周面の見込み寸法が横框のアルミ形
材からなる框材の端面の見込み寸法よりも小さく形成されており、横框のアルミ形材から
なる框材の中空部内に加熱膨張材を取り付けた補強部材が設けられ、加熱膨張材は火災時
に膨張して横框と縦框との接合部において横框のアルミ形材からなる框材の中空部が縦框
のアルミ形材からなる框材の室内側に露出して形成される連通孔を塞ぐことを特徴とする
。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれは、防火性能を低下させることなく、複合サッシにおける樹脂形材部分の
見込み方向寸法を大きくすることで、見込み方向に断熱部分を増やすことができるので、
断熱性能を向上させることができる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本発明の実施形態に係る勝手口ドアの内観図である。
【図２】本発明の実施形態に係る勝手口ドアの縦断面図である。
【図３】本発明の実施形態に係る勝手口ドアの横断面図である。
【図４】本発明の実施形態に係る勝手口ドアの上框の縦断面図である。
【図５】本発明の実施形態に係る勝手口ドアの金属上框と金属右縦框との接続部分のずで
あり、（ａ）は当接前の分解であり、（ｂ）は当接した後の斜視図である。
【図６】本発明の実施形態に係る勝手口ドアの上方部分の図であり、上框と左、右縦框の
正面図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
（建具の全体構成）
　本発明の建具を、実施形態として建物の勝手口ドアを用いて説明する。
　本発明の実施形態に係る勝手口ドアは、図１に示すように、上枠１１，下枠１２及び左
、右縦枠１３，１４を四周に組んでなり、建物の開口部に設置されてなる枠体１に対して
、上框２１、下框２２及び左、右縦框２３，２４を四周に組んでなる框枠の内周にパネル
等が装着されてなるドア本体（障子）２をヒンジｈにより開閉自在に支持して構成されて
いる。
【００１０】
　枠体１を構成する上枠１１は、図２に示すように、建物開口部に固定されるアルミ形材
からなる金属上枠１１１と、金属上枠１１１の室内側内周を覆う樹脂材料からなる樹脂上
枠１１２とを備えている。
　金属上枠１１１は、建物開口部の室外側から室外側に張り出すように固定される中空の
上枠本体部１１１ａと、上枠本体部１１１ａの室内側側面から室内側に延びる上枠室内側
部１１１ｂを有しており、内周面（下面）には上枠本体部１１１ａと上枠室内側部１１１
ｂとに亘って上方に凹む凹部１１１ｃが形成されている。
【００１１】
　樹脂上枠１１２は、金属上枠１１１の凹部１１１ｃに配置される樹脂上枠室外側部１１
２ａと、樹脂上枠室外側部１１２ａの室内側から下方（内周）方向に延設される中空構造
の上戸当部１１２ｂと、上戸当部１１２ｂの室内側に設けられる下方に開口する溝状の樹
脂上枠固定部１１２ｃと、樹脂上枠固定部１１２ｃの室内側に設けられ躯体に固定される
顎部１１２ｄと、樹脂上枠固定部１１２ｃの開口を閉塞する上樹脂キャップ１１２ｅとを
備え、全体として略Ｌ字状に形成されている。
　そして、金属上枠１１１の上枠本体部１１１ａの内周面から樹脂上枠１１２の樹脂上枠
室外側部１１２ａの内周面および上戸当部１１２ｂの室外側面にかけて、ステンレス等の
金属部材からなる断面Ｌ字状の補強部材５１が固定されている。
　さらに、金属上枠１１１の上枠本体部１１１ａの室外側の内周面（下面）には、加熱に
より膨張する加熱膨張材ｆ１が配置されているとともに、樹脂上枠１１２の上戸当部１１
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２ｂの室外側面の下端には、一部が加熱膨張材により形成された気密材ｓ１が室外側に向
けて配置されている。
【００１２】
　枠体１を構成する下枠１２は、図２に示すように、建物開口部に固定されるアルミ形材
からなる金属下枠１２１と、金属下枠１２１の室内側内周を覆う樹脂材料からなる樹脂下
枠１２２とを備えている。
　金属下枠１２１は、建物開口部の室外側の内周から室外側に張り出すように固定される
下枠本体部１２１ａと、下枠本体部１２１ａの室内側上端から室内側に延びる下枠立上り
部１２１ｂを有している。
【００１３】
　樹脂下枠１２２は、中空構造の下戸当部１２２ａと、下戸当部１２２ａの室内側から延
設される顎部１２２ｂとを備え、下戸当部１２２ａが金属下枠１２１の下枠立上り部１２
１ｂの上面に取り付けられて、顎部１２２ｂが躯体に固定されている。
　樹脂下枠１２２の下戸当部１２２ａの室外側面には、一部が加熱膨張材により形成され
た気密材ｓ２が室外側に向けて配置されている。
【００１４】
　枠体１を構成する左、右縦枠１３，１４は、図３に示すように、建物開口部に固定され
るアルミ形材からなる左、右金属縦枠１３１，１４１と、左、右金属縦枠１３１，１４１
の室内側内周を覆う左、右樹脂縦枠を備えている。
　左、右金属縦枠１３１，１４１は、建物開口部の室外側から室外側に張り出すように固
定される中空の左、右縦枠本体部１３１ａ，１４１ａと、左、右縦枠本体部１３１ａ，１
４１ａの室内側に延びる左、右縦枠室内側部１３１ｂ，１４１ｂを有しており、左、右縦
枠本体部１３１ａ，１４１ａの内周面の室内側端部に外周に凹む段部１３１ｃ，１４１ｃ
が形成されている。
【００１５】
　左、右樹脂縦枠は、左、右金属縦枠１３１，１４１の左、右縦枠室内側部１３１ｂ，１
４１ｂに固定される左、右主樹脂縦枠１３２，１４２と、左、右主樹脂縦枠１３２，１４
２の内周に固定される左、右副樹脂縦枠１３３，１４３を有している。左、右主樹脂縦枠
１３２，１４２は、室外側の左、右主樹脂縦枠中空部１３２ａ，１４２ａと、左、右主樹
脂縦枠中空部１３２ａ，１４２ａの室内側に連設され内周方向に開口する左、右主樹脂縦
枠溝部１３２ｂ，１４２ｂと、左、右主樹脂縦枠中空部１３２ａ，１４２ａの内周側面か
ら内周側に突設される左、右戸当部１３２ｃ，１４２ｃを有している。
　左、右副樹脂縦枠１３３，１４３は、室内側の左、右副樹脂縦枠中空部１３３ａ，１４
３ａと、左、右副樹脂縦枠中空部１３３ａ，１４３ａの室外側に連設される左、右副樹脂
縦枠室外側部１３３ｂ、１４３ｂと、左、右副樹脂縦枠中空部１３３ａ，１４３ａの室内
側に延び躯体に固定される顎部１３３ｃ、１４３ｃを有している。そして、左、右主樹脂
縦枠１３２，１４２に左、右副樹脂縦枠１３３，１４３を固定することで、両者間に、さ
らに２つの中空部が形成され、全体として、左、右金属縦枠１３１，１４１の左、右縦枠
室内側部１３１ｂ，１４１ｂから内周に突出する戸当たりが形成される。
【００１６】
　そして、左、右金属縦枠１３１，１４１の左、右縦枠本体部１３１ａ，１４１ａの室内
側内周面から左、右主樹脂縦枠１３２，１４２の左、右主樹脂縦枠中空部１３２ａ，１４
２ａの内周面および左、右戸当部１３２ｃ，１４２ｃの室内側面にかけてステンレス等の
金属部材からなる断面Ｌ字状の補強部材５３，５４が固定されている。
　左、右樹脂縦枠の左、右戸当部１３２ｃ，１４２ｃの室外側面内周端には、一部が加熱
膨張材により形成された気密材ｓ３，ｓ４が室外側に向けて配置されている。
【００１７】
　ドア本体２を構成する上框（横框）２１は、図２に示すように、室外側を構成するアル
ミ形材からなる金属上框（框材）２１１と、金属上框２１１の室内側に配置される樹脂材
料からなる樹脂上框（框材）２１２を備えている。
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　金属上框２１１は、中空部からなる上框本体部２１１ａと、上框本体部２１１ａの室外
側上端から上方に延設される上框上壁部２１１ｂと、上框本体部２１１ａの室外側下端か
ら下方に延設される上框間口外壁部２１１ｃを有しており、上框本体部２１１ａの中空部
内には、金属材料からなる補強部材６１が配置されている。
【００１８】
　補強部材６１は、上框本体部２１１ａの中空部の室外側面に沿って配置される室外側壁
部６１ａと、室外側壁部６１ａの上下端から室内側に向かって屈曲されて延設される上壁
部６１ｂおよび底壁部６１ｃとからなる断面略Ｕ字状の長尺部材からなり、上框本体部２
１１ａの長さ方向略全長に亘って配置されている。
　補強部材６１の上下方向の見付け寸法は、上框本体部２１１ａの中空部内に設けられて
いる上下タッピングホール間の寸法と略同等となっており、室外側壁部６１ａを上框本体
部２１１ａの中空部の室外側面に対向させた状態で、上下タッピングホールと上壁部６１
ｂおよび底壁部６１ｃが見付け方向に重なるように配置され、上壁部６１ｂおよび底壁部
６１ｃがそれぞれ上框本体部２１１ａの中空部の上面および底面にネジ等の固定手段によ
って固定されている。
【００１９】
　樹脂上框２１２は、中空部を上下方向に並べて形成され上框本体部２１１ａの室内側面
を覆う樹脂上框本体部２１２ａと、樹脂上框本体部２１２ａの室内側下端から下方に延設
され、上框間口外壁部２１１ｃとともに上パネル間口２１ａを構成する上框間口内壁部２
１２ｃを有している。
　そして、樹脂上框本体部２１２ａには、室外側から上框本体部２１１ａに向かって複数
の条片２１２ｄが設けられており、上框本体部２１１ａの室内側に当接することで上框本
体部２１１ａと樹脂上框本体部２１２ａとの間に複数の中空部が形成されている。
　また、金属上框２１１の上面と樹脂上框２１２の上面にかけてステンレス等の金属部材
からなる補強部材５６が固定されている。
【００２０】
　ドア本体２を構成する下框（横框）２２は、図２に示すように、上框２１と略同様に形
成されており、室外側を構成するアルミ形材からなる金属下框（框材）２２１と、金属下
框２２１の室内側に配置される樹脂材料からなる樹脂下框（框材）２２２を備えている。
　金属下框２２１は、中空部からなる下框本体部２２１ａと、下框本体部２２１ａの室外
側下端から下方に延設される下框下壁部２２１ｂと、下框本体部２２１ａの室外側上端か
ら上方に延設される下框間口外壁部２２１ｃを有しており、下框本体部２２１ａの中空部
内には、金属材料からなる補強部材６２が配置されている。
【００２１】
　補強部材６２は、下框本体部２２１ａの室外側面に沿って配置される室外側壁部６２ａ
と、室外側壁部６２ａの上下端から室内側に向かって屈曲されて延設される上壁部６２ｂ
および底壁部６２ｃとからなる断面略Ｕ字状の長尺部材からなり、下框本体部２２１ａの
長さ方向略全長に亘って配置されている。
　補強部材６２の上下方向の見付け寸法は、下框本体部２２１ａの中空部内に設けられて
いる上下タッピングホール間の寸法と略同等となっており、室外側壁部６２ａを下框本体
部２２１ａの中空部の室外側面に対向させた状態で、上下タッピングホールと上壁部６２
ｂおよび底壁部６２ｃが見付け方向に重なるように配置され、上壁部６２ｂおよび底壁部
６２ｃがそれぞれ下框本体部２２１ａの中空部の上面および底面にネジ等の固定手段によ
って固定されている。
【００２２】
　樹脂下框２２２は、中空部を上下方向に並べて形成され下框本体部２２１ａの室内側面
を覆う樹脂下框本体部２２２ａと、樹脂下框本体部２２２ａの室内側上端から上方に延設
され下框間口外壁部２２１ｃともに下パネル間口２２ａを構成する下框間口内壁部２２２
ｃを有している。
　そして、樹脂下框本体部２２２ａには、室外側から下框本体部２２１ａに向かって複数
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の条片２２２ｄが設けられており、下框本体部２２１ａの室内側に当接することで下框本
体部２２１ａと樹脂下框本体部２２２ａとの間に複数の中空が形成されている。
　また、金属下框２２１の下面と樹脂下框２２２の下面にかけてステンレス等の金属部材
からなる補強部材５７が固定されている。
【００２３】
　ドア本体２を構成する左縦框（縦框）２３は、図３に示すように、室外側を構成するア
ルミ形材からなる金属左縦框（框材）２３１と、金属左縦框２３１の室内側に配置される
樹脂材料からなる樹脂左縦框（框材）２３２を備えている。
　金属左縦框２３１は、中空部からなる左縦框本体部２３１ａと、左縦框本体部２３１ａ
の室外側内周端から内周方向に延設される左縦框間口外壁部２３１ｂを有しており、
左縦框本体部２３１ａの中空部内には、金属材料からなる補強部材６３が配置されている
。
【００２４】
　左縦框本体部２３１ａは、外周側見込み面にヒンジｈの一方側ヒンジ板ｈ１が固定され
ている。外周側見込み面に連続する室内側面と内周側見込み面に連続する室内側面は段部
２３１ｄにより連結され、見込み寸法の大きな外周側中空部分と見込み寸法の小さな内周
側中空部分とが形成されており、内周側見込み面の見込み寸法が外周側見込み面の見込み
寸法に比べて小さく形成されている。
【００２５】
　補強部材６３は、左縦框本体部２３１ａの室外側面に沿って配置される室外側壁部６３
ａと、室外側壁部６３ａの左右端から室内側に向かって屈曲されて延設される外周壁部６
３ｂおよび内周壁部６３ｃとからなる断面略Ｕ字状の長尺部材からなり、左縦框本体部２
３１ａの長さ方向略全長に亘って配置されている。
　補強部材６３の左右方向の見付け寸法は、左縦框本体部２３１ａの中空部において見込
み寸法の小さな内周側中空部分の左右方向見付け寸法と略同等となっており、室外側壁部
６３ａおよび内周壁部６３ｃを左縦框本体部２３１ａの中空部の室外側面及び内周側面に
対向させた状態で、内周壁部６３ｃが左縦框本体部２３１ａの中空部の内周面にネジ等の
固定手段により固定されている。
【００２６】
　樹脂左縦框２３２は、中空部を左右方向に並べて形成され左縦框本体部２３１ａの室内
側面を覆う樹脂左縦框本体部２３２ａと、樹脂左縦框本体部２３２ａの室内側内周端から
内周方向に延設され左縦框間口外壁部２３１ｂとともに左パネル間口２３ａを構成する左
縦框間口内壁部２３２ｃを有している。
　樹脂左縦框本体部２３２ａの室外側には、左縦框本体部２３１ａに向かって複数の条片
２３２ｄが突設され、内周端部には左縦框本体部２３１ａの内周側端に向かって中空部２
３２ｅが設けられており、それぞれ左縦框本体部２３１ａの室内側に当接することで左縦
框本体部２３１ａと樹脂左縦框本体部２３２ａとの間に複数の中空部が形成されている。
　また、金属左縦框２３１の外周面と樹脂左縦框２３２の外周面にかけてステンレス等の
金属部材からなる補強部材５８が固定されている。
【００２７】
　ドア本体２を構成する右縦框（縦框）２４は、図３に示すように、室外側を構成するア
ルミ形材からなる金属右縦框（框材）２４１と、金属右縦框２４１の室内側に配置される
樹脂材料からなる樹脂右縦框（框材）２４２を備えている。
　金属右縦框２４１は、中空の右縦框本体部２４１ａと、右縦框本体部２４１ａの室外側
外周端から室外側に延びその後外周側に屈曲して延設される右縦框煙返し部２４１ｂと、
右縦框本体部２４１ａの室外側内周端から内周方向に延設される右縦框間口外壁部２４１
ｃを有しており、右縦框本体部２４１ａの中空部内には、金属材料からなる補強部材６４
が配置されている。
【００２８】
　右縦框本体部２４１ａは、外周側見込み面にロック装置等の金具が固定されている。外
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周側見込み面に連続する室内側面と内周側見込み面に連続する室内側面は段部２４１ｄに
より連結され、見込み寸法の大きな外周側中空部分と見込み寸法の小さな内周側中空部分
とが形成されており、内周側見込み面の見込み寸法が外周側見込み面の見込み寸法に比べ
て小さく形成されている。
【００２９】
　補強部材６４は、右縦框本体部２４１ａの室外側面に沿って配置される室外側壁部６４
ａと、室外側壁部６４ａの左右端から室内側に向かって屈曲されて延設される外周壁部６
４ｂおよび内周壁部６４ｃとからなる断面略Ｕ字状の長尺部材からなり、左縦框本体部２
３１ａの長さ方向略全長に亘って配置されている。
　補強部材６４の左右方向の見付け寸法は、右縦框本体部２４１ａの中空部の見付け寸法
と略同等となっており、室外側壁部６４ａおよび内周壁部６４ｃを右縦框本体部２４１ａ
の中空部の室外側面及び内周側面に対向させた状態で、内周壁部６４ｃが左縦框本体部２
３１ａの中空部の内周面にネジ等の固定手段により固定されている。
【００３０】
　樹脂右縦框２４２は、中空部を左右方向に並べて形成され右縦框本体部２４１ａの室内
側面を覆う樹脂右縦框本体部２４２ａと、樹脂右縦框本体部２４２ａの室内側内周端から
内周方向に延設され右縦框間口外壁部２４１ｃとともに右パネル間口２４ａを構成する右
縦框間口内壁部２４２ｃを有している。
　樹脂右縦框本体部２４２ａの室外側には、右縦框本体部２４１ａに向かって複数の条片
２４２ｄが突設され、内周端部には右縦框本体部２４１ａの内周側端に向かって中空部２
４２ｅが設けられており、それぞれ右縦框本体部２４１ａの室内側に当接することで右縦
框本体部２４１ａと樹脂右縦框本体部２４２ａとの間に複数の中空部が形成されている。
【００３１】
　そして、上框２１及び下框２２に形成される上、下パネル間口２１ａ，２２ａと、左、
右縦框２３，２４に形成される左、右パネル間口２３ａ，２４ａに対してガラス等のパネ
ル体がグレイジングチャンネルを介して装着されることにより、ドア本体２が形成されて
いる。
【００３２】
（障子の断熱・防火構造）
　本実施形態の勝手口ドアは、ドア本体２を構成する各框材を、アルミ形材からなる金属
框材の室内側に樹脂材料からなる樹脂框材を配置してなる複合框で形成することにより、
断熱性を有する障子として形成されているが、金属框材の見込み寸法を効率的にできるだ
け小さくすることにより、断熱性をさらに向上させているとともに、見込み寸法を小さく
することによる防火性能の低下をおさえることができる構成を備えている。
　以下に、説明する。
【００３３】
　ドア本体２の断熱性能を向上させるためには、アルミ形材からなる框材の見込み寸法を
できるだけ小さくすることが有効である。そのため、上框２１および下框２２については
、強度が許す限り、金属上框２１１、金属下框２２１の上框本体部２１１ａ、下框本体部
２２１ａの見込み寸法を小さくし、見込み寸法全体のほぼ半分程度に形成することで断熱
性の向上をはかることができる。
　一方、左、右縦框２３，２４については、ヒンジｈやロック装置等の部材を強固に固定
するために金属左縦框２３１、金属右縦框２４１の外周側見込み面の見込み寸法は所定寸
法以下に形成することができないが、外周側見込み面の見込み寸法を大きく形成すること
で強度を確保することができ、その分、左縦框本体部２３１ａ、右縦框本体部２４１ａの
室内側面に段部を形成するなどして内周側見込み面を小さく形成することができる。
【００３４】
　しかし、上框２１および下框２２などの横框と左、右縦框２３，２４について、それぞ
れをできるだけ見込み寸法を小さく形成することによって、断熱性を向上させることはで
きるが、防火性の点からみると好ましくないことがある。
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　具体的に、上框部分を用いて説明すると、図４に示すように、断熱性を向上させるため
に、金属上框２１１の上框本体部２１１ａの見込み寸法を上框２１の見込み寸法全体のほ
ぼ半分程度まで小さく形成すると、上框本体部２１１ａの中空部内に配置される略Ｕ字状
の補強部材６１は、上壁部６１ｂ、底壁部６１ｃが左、右縦框本体部２３１ａ，２４１ａ
と上框本体部２１１ａ、下框本体部２２１ａとを連結するためのタッピングホール２１１
ｄ，２１１ｅと上框本体部２１１ａの中空部の室外側面との間に収まらず、タッピングホ
ール２１１ｄ，２１１ｅに重ねて配置されることとなる。
　そのため、補強部材６１の室外側壁部６１ａが上框本体部２１１ａの見付け面全体を補
強することができず、火災時に上框本体部２１１ａの室外側面が溶解した場合に、補強部
材６１の上壁部６１ｂの上方および底壁部６１ｃの下方に連通孔ａ１，ａ２が生じてしま
い、上框本体部２１１ａ内への煙や炎の侵入を防ぐことができない。
【００３５】
　また、図５（ａ）に示すように、金属右縦框２４１の右縦框本体部２４１ａの室内側面
に段部２４１ｄを形成して内周側見込み面の見込み寸法をできるだけ小さく形成すること
により、金属上框（框材）２１１の上框本体部２１１ａの中空部の見込み寸法よりも小さ
く形成され、図４（ｂ）に示すように、上框（横框）２１と右縦框（縦框）２４との接合
部において、右縦框２４の内周面に対して上框（横框）２１の端部を突き合わせて連結し
た際に上框本体部２１１ａの中空部が右縦框本体部２４１ａの室内側に露出して室内側に
連通する連通孔ａ３が形成されてしまう。そのため、上框本体部２１１ａ内へ侵入した煙
や炎がさらに室内に侵入する可能性があった。
【００３６】
　そこで、本実施形態の勝手口ドアにおいては、上記煙や炎の室内への侵入を防ぐために
、図４、図６に示すように、上框本体部２１１ａの中空部内に配置される補強部材６１の
左右両端部の室外側壁部６１ａの室内側および上壁部６１ｂの下面、底壁部６１ｃの上面
に加熱により膨張する加熱膨張材７が設けられている。
　したがって、火災時には、火炎や熱によって横框の室外側面が熔解して横框の中空部内
に火炎や煙が侵入しても、補強部材６１の左右両端部に配置した加熱膨張材７が膨張して
上框（横框）２１と左、右縦框２３，２４との連結部に形成される連通孔ａ３を加熱膨張
材により塞ぐので、横框内に侵入した炎や煙がさらに障子の室内側に侵入することを防ぐ
ことができる。
【００３７】
　以上のように、本実施形態の勝手口ドアにおいては、縦框の内周側見込み面の見込み寸
法を、外周側見込み面の見込み寸法より小さく形成して、横框の内周側見込み面の見込み
寸法よりも小さく形成するとともに、横框の中空部内に配置される補強部材の端部に加熱
により膨張する加熱膨張材を設けているので、さらなる断熱性能の向上をはかりながら、
火災時には、膨張した加熱膨張材により横框と縦框との当接部における連通孔を防ぐこと
で、横框と縦框の当接部の見込み寸法の違いによる防火性能の低下を抑止することができ
る。
　そのため、横框と縦框の当接部において、両者を面一に連結する等の見込み寸法上の制
約がなく、横框と縦框の見込み寸法をそれぞれ独立して設計することができ、さらなる断
熱性の向上をはかることができる。
【００３８】
　なお、横框の中空部内に配置される補強部材の形状は、断面略Ｕ字状に限るものではな
く、補強部材の室外側壁や内周壁部等の壁部は、横框の中空部の室外側面や内周側面等の
内面に当接していてもよいし、一部もしくは全部が離間した状態で配置されていてもよい
。
　また、加熱膨張材が配置される部位も補強部材の端部であれば、何ら限定されるもので
はない。
【符号の説明】
【００３９】
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１　　　　：枠体
１１　　　：上枠
１１１　　：金属上枠
１１１ａ　：上枠本体部
１１１ｂ　：上枠室内側部
１１１ｃ　：凹部
１１２　　：樹脂上枠
１１２ａ　：樹脂上枠室外側部
１１２ｂ　：上戸当部
１１２ｃ　：樹脂上枠固定部
１１２ｄ　：顎部
１１２ｅ　：上樹脂キャップ
１２　　　：下枠
１２１　　：金属下枠
１２１ａ　：下枠本体部
１２１ｂ　：部
１２２　　：樹脂下枠
１２２ａ　：下戸当部
１２２ｂ　：顎部
１３　　　：右縦枠
１３１　　：右金属縦枠
１３１ａ　：右縦枠本体部
１３１ｂ　：右縦枠室内側部
１３１ｃ　：段部
１３２　　：右主樹脂縦枠
１３２ａ　：右主樹脂縦枠中空部
１３２ｂ　：右主樹脂縦枠溝部
１３２ｃ　：右戸当部
１３３　　：右副樹脂縦枠
１３３ａ　：右副樹脂縦枠中空部
１３３ｂ　：右副樹脂縦枠室外側部
１４　　　：右縦枠
１４１　　：右金属縦枠
１４１ａ　：右縦枠本体部
１４１ｂ　：右縦枠室内側部
１４１ｃ　：段部
１４２　　：右主樹脂縦枠
１４２ａ　：右主樹脂縦枠中空部
１４２ｂ　：右主樹脂縦枠溝部
１４２ｃ　：右戸当部
１４３　　：右副樹脂縦枠
１４３ａ　：右副樹脂縦枠中空部
１４３ｂ　：右副樹脂縦枠室外側部
２　　　　：ドア本体
７　　　　：加熱膨張材
２１　　　：上框
２１ａ　　：上パネル間口
２１１　　：金属上框
２１１ａ　：上框本体部
２１１ｂ　：上框上壁部
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２１１ｃ　：上框間口外壁部
２１１ｄ　：タッピングホール
２１１ｅ　：タッピングホール
２１２　　：樹脂上框
２１２ａ　：樹脂上框本体部
２１２ｃ　：上框間口内壁部
２１２ｄ　：条片
２２　　　：下框
２２ａ　　：下パネル間口
２２１　　：金属下框
２２１ａ　：下框本体部
２２１ｂ　：下框下壁部
２２１ｃ　：下框間口外壁部
２２２　　：樹脂下框
２２２ａ　：樹脂下框本体部
２２２ｂ　：下框間口内壁部
２３　　　：右縦框
２３ａ　　：左パネル間口
２３１　　：金属左縦框
２３１ａ　：左縦框本体部
２３１ｂ　：左縦框間口外壁部
２３１ｄ　：段部
２３２　　：樹脂左縦框
２３２ａ　：樹脂左縦框本体部
２３２ｃ　：左縦框間口内壁部
２３２ｄ　：条片
２３２ｅ　：中空部
２４　　　：右縦框
２４ａ　　：右パネル間口
２４１　　：金属右縦框
２４１ａ　：右縦框本体部
２４１ｂ　：右縦框煙返し部
２４１ｃ　：右縦框間口外壁部
２４１ｄ　：段部
２４２　　：樹脂右縦框
２４２ａ　：樹脂右縦框本体部
２４２ｃ　：右縦框間口内壁部
２４２ｄ　：条片
５１　　　：補強部材
５３　　　：補強部材
５４　　　：補強部材
５６　　　：補強部材
５７　　　：補強部材
５８　　　：補強部材
６１　　　：補強部材
６１ａ　　：室外側壁部
６１ｂ　　：上壁部
６１ｃ　　：底壁部
６２　　　：補強部材
６２ａ　　：室外側壁部
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６２ｂ　　：上壁部
６２ｃ　　：底壁部
６３　　　：補強部材
６３ａ　　：室外側壁部
６３ｂ　　：外周壁部
６３ｃ　　：内周壁部
６４　　　：補強部材
６４ａ　　：室外側壁部
６４ｂ　　：内周壁部
６４ｃ　　：外周壁部

 

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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